別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：総務管理費　目：文書費　　
	事業名:新文書管理システム移行関係費（任意） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　総務部　法務・情報公開課　文書・情報公開係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内　2115,2116）　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11124@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　　　要求額：69,453千円（前年度予算額：0千円）

※全体事業費(H25～H30）：348,023千円
	要求内容


	１　要求の内容


平成16年度から運用を開始し、平成20年度に契約更新を経て現在もサービスの提供を受けている文書管理・電子調達サービスについて、当該サービスのパッケージソフトウェアを、県のシステム共通基盤
に移行した上で運用します。

	２　所要経費


文書管理・電子調達システムの移行及び運用管理に必要な経費のうち、各システムの規模で按分し文書管理システム分を当課で要求します。
（全体事業費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円（税込）

	項目
	H25
	H26
	H27
	H28
	H29
	H30
	合計

	システム移行
	55,553
	
	
	
	
	
	55,553

	システム運用
	
	49,859
	49,859
	49,859
	49,859
	49,859
	249,295

	未登録文書データ化
	9,921
	
	
	
	
	
	9,921

	ハードウェア・ソフトウェアリース
	2,142
	2,856
	2,856
	2,856
	2,856
	2,856
	16,422

	ハードウェア・ソフトウェア保守
	1,837
	2,450
	2,450
	2,450
	2,450
	2,450
	14,087

	市販切れソフトウェア再リース
	　
	59
	59
	59
	59
	59
	295

	市販切れソフトウェア保守
	　
	640
	640
	390
	390
	390
	2,450

	合計
	69,453
	55,864
	55,864
	55,614
	55,614
	55,614
	348,023


（1） システム移行・運用（一般競争入札）委託料304,848千円
　現行の文書管理・電子調達システムを、システム共通基盤に移行し、５年間の運用業務を委託する契約です。
（2） 未登録文書データ化（一般競争入札）委託料9,921千円
　県庁の書庫に保管されている古い公文書目録データの作成を委託する契約です。
（3） ハードウェア・ソフトウェア調達（一般競争入札）
使用料16,422千円,委託料14,087千円
　文書管理・電子調達システムを稼働させるために必要なソフトウェアのうち、システム共通基盤側で予め用意されないソフトウェア等を調達する契約です。
　システム移行・運用と分けて調達を行うことによって、より競争原理を活かすことが可能です。
（4） 市販切れソフトウェア再リース（一者随意契約）使用料295千円,委託料2,450千円
　文書管理・電子調達システムを稼働させるために必要なソフトウェアのうち、システム共通基盤側で予め用意されず、かつ市販されていないソフトウェアについて、再リース契約を行います。
　取扱可能業者が限定されるため、他の契約とは分けて調達を行う必要があります。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	69,453
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	69,453

	決定額
	69,453
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	69,453


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
本システムを有効に活用することで、文書管理の適正化及び事務の効率化さらに文書目録を公開することによる行政の透明性を確保します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	システム稼働率

	　　0%
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	 100%
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	　100%

（H25　5
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	100％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（1） システムの利用状況
・登録済文書数（財務・人給含む）　681,485件
・公文書目録情報検索トップページアクセス件数　1,491件
（2） サービスレベルの遵守状況
・可用性（稼働率）　100％　※システムが利用できる状態の割合　
・障害復旧時間非遵守件数　0件　※基準時間内に障害復旧ができなかった件数
※上記数値はすべて平成24年度実績値（10月末まで）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　毎月10万件程度の文書が登録されており、文書管理システムとして機能している。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	約700万件を超える総文書目録を紙で管理することは事実上不可能であり、今後も年間の登録文書数は約110万件／年以上で推移すると考えられることからシステムの活用は必要である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　文書管理システムを利用することで、膨大な数の文書を適正に管理することができ、事業効果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　移行後のシステムでは、外部データセンターの利用を止め、県のシステム共通基盤を活用することや、利用率の低い機能を廃止する等の施策により、システムのトータルコストを削減する。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　現行の文書管理・電子調達サービスは、アプリケーションの運用管理から、ハードウェアの保守まで包括した、サービス提供型の契約であったが、次期システムでは、県が別途用意するシステム共通基盤にアプリケーションを移行し、運用管理業務を委託するため、システムの移行、運用を通じて、システム共通基盤の運用管理者との調整が必要となる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
システム共通基盤という新しい環境に構築するため、システム移行が滞りなく行われるよう、システム共通基盤の所管部署である情報企画課と協力して、移行業務の管理を行う。


� 「システム共通基盤」とは、県の総合企画部情報企画課が、平成25年度に構築し、平成26年度から稼働開始する予定の、サーバ等システム関連機器を指します。システム共通基盤では、仮想化技術を用いて物理サーバの統合を行い、仮想サーバにおいて県の複数のシステムを稼働させる想定です。












































